














































る。こうした中、明治 44 年『婦人世界』新年号付録に『家族旅行 日本名所雙六』が現れ
ている（川端 1911）。筆者の確認できる限り、これは「家族旅行」という言葉がタイトルに
使われた最古の刊行物である。









第 4 章 復興から定着、そして「滑稽」へ


























第 5 章 「家族をする」ことが必須の時代、「新しい大家族」の時代へ
5 章は 1990 年代後半から現在について確認した。90 年代後半以降、家族旅行の性格に変
動がみられる。
第 1 節 新しい交通技術と家族を巡る一般の認識
1990年代後半から 2000年代にかけても社会評論などでは家族の崩壊や危機といったもの
が叫ばれたのであるが、これらは往々にして交通技術（特に携帯電話やインターネットと




第 2 節 家族旅行の復権？
はじめに、日本社会のどれぐらいの人が家族旅行に行っているのか、その割合は低下し
ているのかを、総務省統計局が 1976 年から 5 年ごとに実施している「社会生活基本調査」
の結果から確認した（総理府統計局 1978-1983; 総務庁統計局 1988-1998; 総務省統計局
2003-2008）。結論を先に言えば、その割合は低下していない。回答者全体に占める家族を同
行者として観光旅行に年 1 回以上行った人の割合は、1976 年調査から 2006 年調査に至るま
でほぼ一貫して 30%台を維持している。なお、これに対して観光旅行全体の体験率――回
答者全体に占める過去一年に観光旅行に行った人々の割合――は 1986 年調査（66%）から
2006 年調査（49%）まで下降を続けている。また、直近の 2006 年調査を見ると観光旅行の
同行者（複数回答）では「家族と」が 32%で最も多く、それに次ぐのが「友人・知人・そ
の他の人と」の 19%である。そして、この「友人・知人・その他の人と」が占める割合は
1996 年調査から低下している。ちなみに「一人で」は 2%にすぎない（総務庁統計局 1998a;








東京圏を対象にした調査では 1970 年調査に 37%だったのが 1999 年調査では 52%にまで上
昇しているが、その上昇は 1990 年代半ば以降の変動によるところが大きい（日本観光協会
1971-2000）。そして、この調査の打ち切り後の全国調査における関東圏と大都市部の数字を





第 3 節 90 年代後半以降の家族旅行
1990 年代後半以降の世相を反映するテレビ CM、家族の年中行事に関する調査報告、家
族旅行のマーケティング論文、そして筆者自身の調査から明らかになったことは、家族旅
行の質的変容である。具体的には、第 1 項では 1997 年の小田急ロマンスカーのテレビ CM
（高橋 2010）、第 2 項では民間研究機関による調査報告（サントリー株式会社不易流行研究
所・株式会社シィー・ディー・アイ 1992, 2003）、第 3 項では観光経営学の森下晶美の報告


























CM で親子関係が再生される機会と描かれるようになったり（第 1 項）、ふだん別々に住む






















































第 6 章 終章・「家族をする」ことと交通技術
終章である 6 章では、2 章から確認してきた家族旅行の歴史と現状を、社会学の蓄積を用
いて読みかえた。これは家族社会学の蓄積を本稿の関心すなわち交通技術と観光（および
隣接領域）の側から咀嚼していくことで可能になった。





















































かがえるものである（藤原 2000; 小此木 2000a）。彼らは夫婦での「デート」および夫婦
の寝室での飲酒・性交渉を媒介にすることを提案しているが、デートや飲酒・性交渉は
余暇活動として余暇研究の対象となってきたものであり、そして余暇研究では余暇活動
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